
Title 熊谷開作著『日本近代法の成立』
Sub Title K. Kumagai : Establishment of the modern law in Japan
Author 向井, 健(Mukai, Ken)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1955

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.28, No.9 (1955. 9) ,p.67- 76 

JaLC DOI
Abstract
Notes 紹介と批評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19550915-0067

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


・紹
介
之
批
許

熊

谷

開

作

著

『
日
本
近
代
法
の
成
立
』

日
本
法
制
史
の
研
究
に
お
い
て、
近
代
法
の
分
野
が、
そ
の
針
象
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ま
だ
新
し
い。
吉
野
作
遺・
尼
佐
竹
猛
雨

博
士
を
先
駆
と
す
ろ
明
治
置
法
史
研
究
は、
は
や
く
大
正
時
代
か
ら
始
め
ら
れ

現
在
で
は
資
料
も
ほ
と
ん
ど
出
揃
い、
研
究
業
績
も
質
量
と
も
に
優
れ
た
も
の

六

七

ハ
セ

六

九
〉



結
介
と
批
評

が
多
い
が
、
そ
の
他
の
部
門
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
比
較
し
て
著
し
く
立
ち
遅

れ
て
い
た
と
い
い
う
る
。
し
か
し
今
次
大
職
末
期
よ
り
職
後
に
か
け
て
、
石
井

良
助
・
高
柳
眞
三
・
星
野
通
博
士
を
は
じ
め
、
小
早
川
欣
吾
お
よ
び
手
塚
豊
爾

教
授
に
よ
る
貴
重
な
論
考
が
家
々
と
護
表
さ
れ
、
明
治
法
制
史
と
く
に
民
法
史

の
研
究
に
一
時
期
を
劃
し
た
の
で
あ
る
。

　
昨
年
に
い
た
り
、
石
井
博
士
の
手
に
よ
つ
て
、
明
治
法
制
史
全
薩
の
概
説
書

と
し
て
は
最
初
と
も
い
い
う
る
「
明
治
丈
化
史
・
法
制
編
」
が
刊
行
さ
れ
、
ま

た
手
塚
教
授
の
「
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
戸
主
灌
」
も
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
セ

結
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
醤
民
法
の
研
究
が
劃
期
的
な
進
歩
を
途
げ
た
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
奮
民
法
な
ら
び
に
民
法
典
論
孚
の
性
格
論
は
、
學
界
の

一
中
心
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
め
ぐ
つ
て
過
去
数
年
間
に
わ
た
る
星
野
博
士

と
手
塚
・
中
村
菊
男
爾
教
授
の
間
の
論
雫
も
、
近
時
よ
う
や
く
そ
の
核
心
に
陽

れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
こ
の
時
に
あ
た
り
、
大
阪
大
學
・
熊
谷
開
作
助
教
授
に

よ
り
「
日
本
近
代
法
の
成
立
」
と
題
す
る
本
書
が
世
に
出
た
こ
と
は
、
建
に
意

義
あ
る
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二

　
先
ず
、
簡
箪
に
本
書
の
内
容
を
概
観
す
る
。
本
書
は
「
前
編
・
布
告
法
時
代
」

と
「
後
編
・
法
典
時
代
」
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
著
者
は
、
明
治
維
新
の
時

代
匠
分
に
つ
き
上
限
を
大
盤
の
飢
、
下
限
を
明
治
十
七
年
と
規
定
し
（
耽
）
、
こ

の
明
治
維
新
期
を
布
告
法
時
代
と
よ
ば
れ
る
の
で
あ
る
（
配
）
。
前
編
に
お
い
て

布
告
法
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
る
が
（
胴
）
、
こ
れ
は
四

つ
の
章
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
章
「
明
治
維
新
の
政
治
過
程
」
に
お
い
て
億
、
明
治
維
新
の
主
騰
勢
力

六
八

（
七
七
〇
）

に
つ
き
槍
討
し
た
後
、
維
新
政
灌
成
立
當
時
の
階
級
關
係
を
明
確
に
し
、
さ
ら

に
自
由
民
灌
蓮
動
へ
と
進
み
、
明
治
十
七
年
の
自
由
窯
の
解
散
に
よ
り
こ
の
蓮

動
の
挫
折
ま
で
の
脛
過
を
述
べ
る
。
第
二
章
は
「
法
の
制
定
機
關
」
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
お
い
て
、
議
政
官
・
集
議
院
・
左
院
・
元
老
院
な
ど
種
々
の
法
の

制
定
機
關
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
濁
立
の
機
能
を
果
さ
ず
、
太

政
官
の
み
が
つ
ね
に
中
心
的
活
動
を
し
て
、
そ
こ
か
ら
稜
せ
ら
れ
る
布
告
・
達

が
も
つ
と
も
重
要
な
法
源
で
あ
つ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ

の
時
代
は
「
布
告
法
時
代
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
」
（
則
三
）
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
次
の
第
三
章
「
法
の
構
造
」
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
か
な
り
の
頁
数
を
さ

い
て
こ
れ
を
詳
論
す
る
。
最
初
の
「
企
業
組
織
法
と
取
引
法
」
で
は
、
企
業
の

官
螢
と
特
権
企
業
に
封
す
る
保
護
お
よ
び
監
督
が
、
こ
の
時
代
の
法
に
お
い
て

顯
著
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
官
螢
・
特
権
企
業
に
よ
つ
て
富
國

が
實
現
さ
れ
う
る
と
い
う
考
え
の
法
的
表
現
で
あ
つ
た
」
Ω
坐
副
）
と
規
定
す

る
。
そ
し
て
こ
の
時
代
に
お
け
る
租
税
牧
入
は
、
地
租
の
占
め
る
部
分
が
他
に

比
し
て
絶
封
的
な
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
後
、
　
「
土
地
法
」

へ
進
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
維
新
政
府
が
封
建
的
貢
租
牧
納
の
最
高
機
關
と
な

り
、
大
地
主
に
特
灌
と
利
釜
を
與
え
る
こ
と
に
よ
り
貢
租
徴
牧
の
圓
滑
を
は
か

り
、
大
地
主
を
つ
く
り
育
て
る
た
め
に
逐
次
制
定
さ
れ
た
土
地
法
は
こ
れ
ら
地

主
の
地
位
を
不
動
な
も
の
に
し
た
と
読
か
れ
る
。
土
地
法
が
當
然
に
豫
想
す
る

の
は
「
家
族
法
」
で
あ
る
。
布
告
法
時
代
の
「
家
族
法
」
は
「
家
産
の
維
持
に

役
立
つ
と
い
う
こ
と
を
、
基
本
的
任
務
と
し
」
た
の
で
「
家
族
構
成
員
の
濁
立

と
李
等
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
」
（
↑
野
）
と
さ
れ
た
後
、
こ
の
時
代
の
後
期
に

な
り
、
法
典
時
代
に
接
す
る
こ
ろ
か
ら
は
、
「
家
」
に
は
右
の
目
的
の
ほ
か
「
家

族
構
威
員
の
政
治
的
麦
鯉
と
い
う
目
酌
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
」
（
か
恥
）



と
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
の
最
後
は
「
訴
訟
法
」
で
あ
る
、
著
者
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
訴
訟
法
・
張
制
執
行
法
は
、
當
時
の
幼
稚
な
法
技
術
を

も
つ
て
す
る
維
新
政
府
の
「
特
禮
企
業
の
育
成
・
地
主
階
級
の
保
護
・
家
族
内

部
へ
の
國
家
意
志
の
浸
透
と
い
う
目
的
」
（
一
鯛
）
の
達
成
の
た
め
に
、
大
き
な

機
能
を
果
し
た
と
説
か
れ
る
。
布
告
法
時
代
に
も
、
法
典
編
纂
事
業
は
行
わ
れ

て
い
る
。
第
四
章
は
「
法
典
編
纂
の
う
ご
き
」
に
つ
い
て
、
先
ず
、
栗
本
鋤
雲
・

箕
作
麟
群
・
江
藤
新
李
ら
に
つ
き
述
べ
た
後
、
民
法
典
を
中
心
に
、
こ
の
時
代

の
法
典
編
纂
事
業
の
推
移
を
簡
潔
に
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
法
典

編
纂
は
「
維
新
國
家
の
も
つ
封
建
性
の
ゆ
え
に
…
－
近
代
的
法
典
の
成
立
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

て
實
を
結
ぶ
こ
と
な
く
、
問
題
の
解
繹
を
つ
ぎ
の
法
典
時
代
に
ゆ
ず
る
こ
と
に

な
つ
た
」
（
訪
）
と
結
論
さ
れ
る
の
墓
る
．

　
「
後
編
・
法
典
時
代
」
は
、
「
憲
法
の
制
定
」
と
「
民
法
典
の
成
立
」
の
二

章
よ
り
な
る
。
第
一
章
「
憲
法
の
制
定
」
に
お
い
て
著
者
は
先
ず
制
定
の
脛
過

お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ
ぎ
概
誘
す
る
。
そ
し
て
「
憲
法
成
立
後
の
立
法
の
手
績

は
前
の
時
代
の
法
の
制
定
と
は
こ
と
な
る
」
（
伽
獣
）
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
こ

れ
を
も
つ
て
「
近
代
的
議
會
制
が
し
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
」

（
竃
）
と
強
調
し
た
後
、
議
會
で
協
賛
に
参
加
す
る
資
格
を
有
し
た
の
は
「
布

告
法
時
代
を
通
じ
て
そ
の
地
位
と
利
釜
と
を
保
障
さ
れ
た
特
罐
的
資
本
家
と
寄

生
地
主
」
（
胴
）
の
み
で
あ
つ
た
と
結
ば
れ
る
。
第
二
章
「
民
法
典
の
成
立
」
に

お
い
て
、
著
者
は
、
か
な
り
の
頁
歎
を
費
し
て
詳
説
す
る
。
先
ず
「
條
約
改
正

と
奮
民
法
の
成
立
」
で
は
「
維
新
政
府
に
誤
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
の
一
つ
で

あ
つ
た
」
（
」
鳶
）
條
約
改
正
に
つ
い
て
論
明
を
加
え
た
後
、
人
事
編
を
中
心
と

す
る
藤
民
法
（
明
治
二
十
三
年
民
法
㌧
の
成
立
過
程
を
述
べ
、
奮
民
法
の
構
威

を
揚
げ
る
。
次
に
醤
民
法
の
施
．
行
を
め
ぐ
つ
て
惹
き
起
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

紹
介
と
批
評

「
民
法
典
論
箏
」
に
つ
き
、
主
な
る
延
期
論
・
漸
行
論
を
紹
介
し
て
論
雫
の
脛

過
を
示
さ
れ
る
。
奮
民
法
お
よ
び
民
法
典
論
雫
の
性
格
論
が
、
熾
後
の
學
界
に

お
け
る
一
課
題
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
私
が
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
著
者

は
昆
法
典
論
雫
の
脛
過
に
引
績
き
、
職
後
に
お
け
る
法
典
論
雫
論
を
詳
細
な
一

覧
表
を
も
つ
て
紹
介
す
る
（
こ
れ
は
今
春
「
阪
大
法
學
」
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

に
、
若
干
の
訂
正
を
加
え
て
再
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
こ
う
し
て
法
典
論

雫
論
を
整
理
さ
れ
た
後
、
著
者
は
自
己
の
見
解
を
襲
表
す
る
。
先
ず
、
蛋
民
法

の
財
産
法
は
「
全
般
的
に
み
て
進
歩
的
で
あ
る
」
（
一
面
）
と
漸
定
し
「
通
説
の

立
場
は
、
財
壼
法
に
か
ん
す
る
限
り
、
正
し
い
」
（
胴
）
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反

し
、
家
族
法
に
つ
い
て
は
「
進
歩
的
と
い
う
こ
と
は
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
」

（
～
一
而
）
と
し
、
手
塚
教
授
の
犬
跡
小
興
論
を
「
卒
直
に
み
と
め
」
（
胴
）
ら
れ
る

（
蛭
鰯
」
「
嘲
論
、
奮
祀
聾
課
擁
露
購
謙
叩
）
。
な
お
、
著
者
は
法
典
論
雫
論
に
お
い
て
、

家
族
法
の
み
な
ら
ず
財
産
法
を
重
要
親
す
る
こ
と
を
張
調
す
る
。
以
上
の
よ
う

に
奮
民
法
の
性
格
を
と
ら
え
た
後
、
民
法
典
論
雫
の
政
治
史
的
考
察
に
入
り
、

さ
ら
に
明
治
二
十
五
年
に
召
集
さ
れ
、
奮
民
法
の
施
行
延
期
を
可
決
し
た
「
第

三
帝
國
議
會
」
の
輕
過
の
大
要
を
読
明
さ
れ
る
。
こ
5
し
て
第
二
章
の
最
後
で

あ
る
「
明
治
民
法
の
成
立
」
へ
と
進
む
。
先
ず
、
法
典
調
査
會
に
つ
い
て
述
べ

た
後
、
日
清
戦
事
の
影
響
が
法
典
調
査
事
業
に
反
映
L
「
進
歩
的
規
定
に
封
し

て
反
動
的
規
定
が
、
近
代
的
規
定
の
代
り
に
封
建
的
規
定
が
熱
心
に
考
慮
さ

れ
－
…
こ
の
傾
向
は
第
四
・
五
編
の
審
議
に
お
い
て
い
ち
ぢ
る
し
か
つ
た
」

（
仁
恥
）
、
こ
の
た
め
「
奮
民
法
に
お
い
て
す
で
に
そ
の
原
型
を
示
し
て
い
た
『
家
』

制
度
は
…
…
丁
ゲ
、
う
整
備
さ
れ
た
形
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
」
（
胴
）
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
出
來
上
つ
た
法
案
は
、
第
一
二
丁
三
編

は
第
九
帝
國
議
會
へ
、
第
四
・
五
編
は
第
十
二
帝
國
議
會
へ
提
出
さ
れ
、
そ
れ

六
九

（
七
七
一
）



紹
介
と
批
詐

ぞ
れ
通
過
し
た
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
議
會
の
審
議
状
況
を
記
し
た
後
、
基
本

的
私
法
で
あ
る
民
法
が
、
な
ぜ
あ
つ
け
な
く
承
認
さ
れ
成
立
し
た
か
と
い
う
問

題
に
封
し
て
は
「
近
代
市
民
法
の
捲
い
手
た
る
市
民
が
階
級
と
し
て
成
長
し
て

い
な
か
つ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
尤
駕
）
と
説
明
す
る
。
最
後
に
、
著
者

は
「
日
清
職
雫
を
契
機
と
し
て
撃
國
一
致
の
観
念
が
う
ま
れ
…
…
第
九
同
議
會

以
後
の
議
會
は
撃
國
一
致
議
會
の
性
格
を
も
た
さ
れ
た
。
こ
こ
で
審
議
さ
れ
可

決
さ
れ
た
民
法
に
、
市
民
の
権
利
と
利
釜
、
國
権
に
封
抗
す
る
民
権
の
す
が
た

を
み
る
こ
と
は
は
じ
め
か
ら
で
き
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
」
（
胴
）
ど
述
べ
、
本
書

を
閉
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

　
次
に
本
書
を
一
讃
し
て
、
私
の
氣
付
い
た
黙
を
卒
直
に
述
べ
た
い
。
二
百
籔

十
頁
の
な
か
に
、
彪
大
な
資
料
を
手
際
よ
く
整
理
し
、
著
者
濁
自
の
理
論
構
成

を
試
み
た
馳
は
皇
に
あ
ざ
や
か
で
あ
る
と
感
嘆
を
お
し
ま
な
い
。
し
か
し
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し
　
　
　
ち

匿
を
通
じ
て
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
著
者
が
直
接
原
資
料
に
當
つ
て

そ
の
上
で
分
析
し
て
い
る
部
分
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
す
で

に
獲
表
さ
れ
た
種
々
の
文
献
か
ら
資
料
を
再
引
用
さ
れ
て
い
る
個
所
が
か
な
り

多
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
從
來
の
優
れ
た
砥
究
を
参
考
と
し
、
そ
れ
を

引
用
す
る
こ
と
自
髄
は
當
然
の
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
資
料
的
な
面
に
お

い
て
そ
の
こ
と
が
過
度
に
お
ち
い
る
の
は
、
法
制
史
關
係
の
著
作
と
し
て
、
何

か
物
足
り
ぬ
と
い
う
感
じ
か
ら
逃
が
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
著
者
が
引
用
さ
れ
て
い
る
島
根
縣
關
係
の
記
録
に

つ
い
て
は
、
未
襲
表
の
資
料
と
し
て
、
こ
れ
を
高
く
詐
憤
す
る
の
に
吝
か
で
は

な
い
）
。
第
二
と
し
て
、
あ
る
一
部
の
丈
献
に
つ
き
、
こ
れ
を
批
剣
す
る
た
め
に

七
〇

（
七
七
二
）

の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
撃
げ
れ
ば
、
著
者
は
石
井
博
士

の
「
法
制
編
」
（
艶
欄
難
蚊
靴
）
に
封
し
て
屡
々
批
到
は
下
さ
れ
て
い
る
（
然
顛
ガ
三
）
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
、
本
書
の
雀
末
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
封
照
索
引
」
の
明

治
六
年
の
欄
を
み
る
と
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
醗
謹
め
一
部
叢
表
さ
る
」
の
項
目
に
？

を
附
し
て
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
完
成
し
た
月
日
は
不
明
と
さ
れ
て
い

る
よ
そ
あ
る
（
琵
）
．
こ
の
ヲ
ラ
ン
罠
法
醗
曙
毒
」
と
い
う
の
は
、

本
丈
に
お
け
る
記
述
に
よ
る
と
（
か
醐
）
、
　
「
民
法
假
法
則
」
を
指
す
も
の
の
よ

う
に
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
石
井
博
士
は
前
掲
書
に
「
総
計
八
十
八

條
が
三
月
＋
昌
完
成
と
を
差
明
記
さ
れ
て
い
ゑ
諺
法
。
撃
濫
諄

腺
騨
諭
蘇
錦
購
五
）
。
著
者
は
こ
の
部
分
を
見
落
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
五
月
に
日
新
堂
よ
り
磯
行
さ
れ
た
「
新
聞
雑

誌
」
（
概
航
躍
、
一
）
、
な
ら
び
に
小
早
川
教
授
の
「
醤
民
法
典
編
纂
過
程
と
奮
民
法

典
に
關
す
る
論
雫
に
就
い
て
」
（
秘
鼻
噸
爆
湖
湘
覇
謹
罐
漸
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
書
の
配
列
に
し
た
が
つ
て
順
を
追
う
と
、
先
ず
徴
兵
令
の
冤
役
制
の
と
こ

ろ
で
「
一
家
ノ
家
主
」
（
び
則
）
と
あ
る
の
は
「
一
家
ノ
主
入
タ
ル
者
」
（
糊
粕
翫

壽
薦
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
士
奪
＋
月
の
改
歪
よ
り
「
戸
語

（
マ
マ
）

徴
役
冤
除
を
慶
止
し
た
」
（
一
一
如
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
何
か
の
誤
解
で
あ

ろ
う
。
十
二
年
の
改
正
徴
兵
令
は
兵
役
冤
除
に
關
し
て
、
除
役
・
菟
役
・
李
時

に
お
け
る
冤
役
・
李
時
に
お
け
る
一
ヵ
年
の
徴
集
猶
豫
の
四
つ
の
場
合
を
設
け

た
（
代
人
料
の
制
庚
は
別
と
す
る
）
。
戸
主
は
「
國
民
軍
ノ
外
兵
役
ヲ
冤
ス
」

る
冤
役
適
用
者
の
最
初
に
掲
げ
て
あ
る
（
、
一
威
條
）
。
徴
兵
忌
避
の
弊
害
を
さ
け
る

た
め
、
但
書
に
よ
り
種
々
の
條
件
を
附
し
て
は
い
る
が
、
戸
主
は
依
然
と
し
て

冤
役
を
有
し
た
も
の
と
考
え
る
（
奮
令
が
軍
に
「
一
家
ノ
主
人
タ
ル
者
」
と
規

定
し
た
の
を
、
　
「
戸
主
」
と
明
記
し
た
鮎
億
注
目
し
て
よ
い
）
。
朋
治
十
六
嘩



十
二
月
の
改
正
に
お
い
て
は
、
戸
主
は
ま
だ
「
徴
集
ヲ
猶
豫
」
さ
れ
て
お
り

（
士
靴
條
）
、
審
質
的
に
は
冤
役
と
同
檬
の
も
の
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
戸
主
が

兵
役
菟
除
の
特
典
を
失
つ
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
一
月
の
改
正
で
あ
つ
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
改
正
令
は
兵
役
菟
除
を
「
獲
疾
叉
ハ
不
具
」
者
に
限
定
し
て

い
る
（
衡
七
）
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
、
戸
主
が
兵
役
冤
除
の
特
典
者
で

な
く
な
つ
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
で
あ
つ
た
と
考
え
た
い
（
明
治
憲
法
褒
布

の
直
前
で
あ
り
、
そ
の
第
二
十
條
に
「
兵
役
ノ
義
務
」
の
あ
つ
た
こ
と
を
思
え

ば
、
理
解
さ
れ
う
る
と
思
う
）
。
こ
の
二
十
二
年
の
改
正
徴
兵
令
は
、
同
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

二
十
一
日
に
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
翌
二
十
二
日
に
、
元
老
院
の
槍
覗

を
脛
た
事
實
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
同
年
の
改
正
に
い
た
つ
た
事
情

に
つ
い
て
は
、
綜
屋
壽
雄
氏
の
「
徴
兵
令
の
改
正
と
メ
ッ
ケ
ル
少
佐
の
寄
與
」

（
璽
錘
錦
降
）
が
あ
る
こ
と
を
附
け
加
え
る
。
次
に
、
戸
主
に
關
連
し
て
「
附

籍
戸
主
」
の
兵
役
冤
除
に
つ
い
て
ヨ
貢
す
る
。
明
治
十
年
一
月
、
大
山
巖
（
當

時
彼
は
陸
軍
少
輔
で
あ
つ
た
）
が
配
布
し
た
「
徴
兵
令
参
考
」
に
は
「
附
籍
β

主
ハ
尋
常
戸
主
ト
其
灌
利
同
キ
ヲ
以
テ
本
令
第
三
章
第
六
條
二
準
シ
冤
役
二
屡

ス
ヘ
シ
」
（
箆
三
）
と
規
定
し
「
一
家
ノ
主
人
タ
ル
者
」
と
同
檬
の
取
扱
い
を
し

て
い
る
。
こ
の
影
響
は
、
當
時
の
指
令
に
す
ぐ
現
わ
れ
て
く
る
。
十
年
一
月
十

三
日
の
東
京
府
伺
に
劉
L
同
年
二
月
十
二
日
の
内
務
省
指
令
は
「
一
般
ノ
戸
主

同
様
冤
役
二
麗
シ
候
儀
ト
可
相
心
得
事
」
（
偏
蠕
額
記
嘲
疑
齢
詫
膿
酔
軌
頁
）
と

し
て
い
る
。
こ
の
附
籍
戸
主
の
特
典
が
潰
え
た
の
は
、
十
六
年
の
改
正
徴
兵
令

の
結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
二
十
二
條
一
項
は
、
附
籍
戸
主
は
徴
集

を
猶
豫
し
な
い
旨
を
明
記
し
、
菟
役
の
特
典
よ
り
除
外
し
た
の
で
あ
つ
た
（
附

籍
戸
主
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
當
然
で
あ
ろ
う
）
。

　
明
治
初
年
以
降
民
法
施
行
前
の
婚
姻
方
式
は
、
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

る
。
著
者
は
「
特
別
の
場
合
を
の
ぞ
き
、
法
律
婚
主
義
を
貫
徹
し
よ
5
と
し
て

い
た
」
の
で
あ
つ
て
「
そ
の
特
別
の
場
含
と
は
、
例
え
ば
届
出
の
す
ん
で
い
な

い
（
内
縁
の
）
妻
が
、
夫
の
祖
父
母
・
父
母
を
謀
殺
・
故
殺
・
殴
打
・
罵
言
な

ど
を
し
た
場
合
で
あ
る
」
（
か
降
）
と
読
き
、
ほ
ぼ
山
中
永
之
佑
氏
の
説
と
同
様

の
結
論
を
下
さ
れ
て
い
る
（
㎝
紳
輸
申
淋
蝉
灘
尉
．
崎
職
辮
鍵
義
）
。
私
は
民
法
施
行
前
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の
婚
姻
方
式
は
、
民
事
上
は
法
律
婚
主
義
を
採
用
し
、
刑
事
上
に
お
い
て
事
實

婚
主
義
を
認
め
て
い
た
も
の
と
考
え
、
大
綱
に
お
い
て
山
中
氏
の
見
解
を
支
持

す
る
も
の
で
あ
る
。
宮
田
四
八
氏
は
こ
の
職
に
つ
き
「
婚
姻
ハ
戸
籍
二
登
記
セ

サ
ル
内
ハ
其
敷
カ
ヲ
生
セ
サ
ル
原
則
ト
シ
唯
刑
事
二
付
テ
ハ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ

ル
事
情
ヨ
リ
戸
籍
二
登
記
セ
サ
ル
モ
親
族
近
隣
ノ
者
之
ヲ
夫
婦
ナ
リ
ト
認
メ
裁

判
官
二
於
テ
モ
其
實
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
夫
婦
ヲ
以
テ
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

定
メ
タ
ル
カ
如
シ
果
シ
テ
然
ラ
ハ
少
ク
ト
モ
民
法
上
二
於
テ
ハ
假
令
民
法
施
行

前
ト
錐
モ
婚
姻
ハ
之
ヲ
層
出
ヲ
爲
ス
ニ
非
サ
レ
ハ
其
敷
力
ヲ
生
セ
サ
ル
モ
ノ
ト

論
蜥
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
モ
是
レ
…
…
太
政
官
達
ニ
ヨ
ル
敷
果
ナ
リ
」
（
難
錬
灘

鰍
畷
纈
燗
酪
恥
）
と
読
か
れ
、
掛
下
重
次
郎
氏
は
そ
の
根
檬
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
は

い
な
い
が
「
財
産
關
係
若
ク
ハ
刑
事
上
ノ
目
的
二
付
テ
ハ
戸
籍
簿
二
登
記
セ
サ

ル
者
ト
錐
ト
モ
夫
婦
ノ
關
係
ヲ
公
認
シ
來
リ
タ
ル
モ
ノ
」
（
翻
瞳
畑
眠
醸
襯
礁
賄
講
）

と
し
て
、
身
分
上
に
お
け
る
法
律
婚
主
義
を
認
め
ら
れ
て
い
る
（
嚢
猷

一
一
甦
）
。
最
近
で
は
、
石
井
博
士
が
明
瞭
で
は
な
い
が
、
こ
の
立
場
の
よ
う
に
思

わ
れ
ゑ
妬
攣
瀟
騨
驚
蟄
螢
ゴ
袴
試
講
鍛
）
。

　
民
法
施
行
前
の
婚
姻
方
式
を
論
ず
る
場
含
、
そ
の
キ
ー
・
ポ
イ
ソ
ト
は
生
れ

る
子
の
嫡
出
性
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
十
年
六
月
十
九
日
、
司
法
省
達

丁
第
四
十
六
號
が
護
せ
ら
れ
た
以
後
は
特
に
重
要
観
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
通

説
の
主
張
す
る
よ
う
に
民
法
施
行
前
は
事
實
婚
主
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
事
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
七
七
三
）



紹
介
と
批
詳

上
の
夫
婦
か
ら
生
れ
る
子
は
嘗
然
に
嫡
出
子
の
身
分
を
享
受
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
事
實
は
こ
れ
に
反
し
、
そ
の
子
を
私
生
子
と
し
た
指
令
は
か
な

り
見
出
さ
れ
る
し
、
ま
た
二
十
九
年
九
月
十
五
日
に
い
た
り
大
審
院
は
「
相
績

灌
確
認
請
求
ノ
件
」
の
到
決
に
お
い
て
、
事
實
婚
主
義
を
認
め
つ
つ
も
「
其
間

二
撃
ケ
タ
ル
子
ヲ
眞
二
正
出
子
ト
シ
テ
登
記
シ
得
サ
ル
ハ
當
然
ノ
結
果
」
と
し

た
の
で
あ
つ
た
（
麗
謹
）
．
こ
の
簿
つ
き
三
重
の
意
睦
お
い
罠
法

施
行
後
の
法
律
論
理
を
破
る
も
の
」
で
「
即
ち
有
敷
な
婚
姻
闘
係
に
あ
る
男
女

か
ら
は
、
嫡
出
子
の
生
れ
る
の
が
當
然
で
あ
り
、
ま
た
私
生
子
が
生
れ
る
以
上
、

こ
れ
に
生
命
を
與
へ
た
男
女
は
有
敷
な
婚
姻
關
係
に
あ
り
え
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
る
高
柳
博
士
の
見
解
に
は
從
う
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
（
騙
鱒
涛
醐
繭
蝋
糊
架
謝
勘
儲

嚇
旛
聯
ぺ
煎
瑠
）
。
な
お
、
薯
者
は
明
治
九
年
一
月
十
九
日
の
飾
磨
縣
伺
に
蜀
す
る

司
法
省
指
令
（
同
年
二
月
＋
三
日
に
登
せ
ら
れ
た
）
を
掲
げ
て
い
ら
れ
る
が

（
＝
り
副
）
、
こ
の
直
後
の
翌
三
月
九
日
の
鳥
取
縣
伺
に
封
し
、
同
月
三
十
一
日

司
法
省
は
同
趣
旨
の
指
令
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
く
（
銚
鴫
擦
顯

だ
期
）
。
民
法
施
行
前
の
婚
姻
方
式
に
つ
い
て
、
私
は
將
來
叢
表
す
る
豫
定
の

「
明
治
初
中
期
の
婚
姻
方
式
」
に
お
い
て
詳
論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
家
に
「
妾
」
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
「
新
律
綱
領
が
『
妻
妾
』

と
よ
ん
で
、
と
も
に
夫
の
二
等
親
と
認
め
た
こ
と
は
…
…
妾
の
地
位
を
高
く
評

償
し
た
も
の
だ
と
は
絶
封
に
い
い
え
な
い
」
（
一
一
藁
）
と
噺
言
さ
れ
る
が
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
明
治
三
年
十
二
月
二
十
日
、
上
論
を
附
し
て
太
政
官
に
下
さ
れ

同
月
二
十
七
日
に
各
府
藩
縣
に
頒
布
さ
れ
た
新
律
綱
領
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て

手
塚
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
水
本
成
美
を
主
任
と
す
る
起
芭
委
員
が
新

し
い
西
歓
諸
國
の
法
律
知
識
を
有
し
な
い
漢
學
者
の
み
で
あ
つ
た
の
で
、
・
て
の

内
容
は
純
然
た
る
律
令
系
統
の
刑
法
で
あ
つ
た
（
特
講
鮎
噺
噂
舗
噸
編
顯
騨
照
賭
携
鮮
）
。

七
二

（
七
七
四
）

し
た
が
つ
て
妾
に
關
し
て
、
養
老
令
の
妾
二
等
親
の
制
を
探
り
入
れ
た
の
は
、

至
極
當
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
つ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
ち

の
妾
の
地
位
は
、
妻
の
そ
れ
に
比
べ
て
署
し
く
低
い
も
の
で
あ
つ
た
と
思
う
も

の
で
あ
り
、
中
…
川
善
之
助
教
授
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
異
列
的

［
多
妻
制
と

よ
ば
れ
た
の
は
窪
に
巧
み
な
表
現
で
あ
つ
た
（
紳
馴
「
鞭
欄
便
蝋
論
継
諒
嫉
酬
度
）
。
こ

の
妾
が
明
治
に
入
り
、
新
律
綱
領
の
施
行
に
よ
つ
て
妻
と
同
檬
の
二
等
親
に
列

せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
に
お
い
て
、
妾
の
法
律
上
の
地
位
を
引
き
上

げ
を
と
に
は
馨
な
い
だ
ろ
う
拳
穫
考
璽
叱
魂
艶
議
艶
鰍
）
．
露
、

明
治
六
年
四
月
三
十
日
の
開
拓
使
伺
に
野
す
る
同
年
六
月
十
九
日
の
太
政
官
指

令
（
「
罐
酷
盤
撞
燗
強
舞
）
お
よ
び
四
十
一
年
七
月
八
日
の
大
審
院
到
決
（
蟹
罐

襯
瓢
五
）
は
、
明
治
初
年
の
妾
の
性
格
を
示
す
一
例
と
し
て
興
昧
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
第
四
章
「
法
典
編
纂
の
う
ご
き
」
に
お
い
て
、
フ
ラ
ソ
ス
法
典
へ
の
認
識
の

先
騙
者
と
し
て
栗
本
鋤
雲
を
撃
げ
ら
れ
る
の
は
要
當
で
あ
ろ
う
（
｝
醐
距
則
）
。
ま

た
フ
ラ
ソ
ス
法
典
の
醗
謬
に
つ
い
て
、
箕
作
麟
鮮
の
翻
謬
事
業
を
も
つ
て
最
初

と
す
る
こ
と
に
も
異
論
は
な
い
が
（
た
醐
）
、
こ
の
ほ
か
、
は
や
く
天
保
年
代
に

杉
田
成
卿
が
、
明
治
に
入
つ
て
か
ら
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
O
鼠
9
卑
＜
①
昌
Φ
爵
）

が
醗
謬
し
た
と
い
う
説
の
あ
る
こ
と
を
、
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。
私
は
、

か
つ
て
栗
本
鋤
雲
の
渡
佛
に
關
連
し
て
木
村
毅
氏
の
誤
り
を
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る
が
（
鴎
鵬
二
の
融
塗
コ
盃
）
、
こ
の
聞
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
引
用
さ
れ

る
中
田
薫
博
士
の
論
考
と
並
ん
で
、
手
塚
教
授
の
「
佛
蘭
西
法
典
の
移
入
」

（
縞
纒
搬
量
搬
緒
鮮
）
は
貴
重
な
螢
作
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
明
治
五
年
四
月
、
左
院
副
議
長
よ
り
司
法
卿
に
就
任
し
た
江
藤
新
不
は
、
司

法
省
に
お
い
て
民
法
編
纂
會
議
を
開
催
L
、
そ
の
宿
望
で
あ
る
民
法
典
の
編
纂



を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
が
「
民
法
假
法
則
」
で
あ
つ
た
（
こ
れ
が

六
年
三
月
十
日
に
出
來
上
つ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
）
。

著
者
は
、
江
藤
の
民
法
編
纂
事
業
を
読
明
す
る
に
あ
た
り
、
齢
謂
と
い
う
こ
と

ば
を
屡
々
用
い
ら
れ
る
が
、
。
こ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。
最
近
、
私
は
、
明
治
五

年
よ
り
六
年
に
か
け
て
の
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
つ
い
て
の
一
資
料
を

護
見
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
箕
作
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
翻
謬
本
（
「
フ
ラ
ン
ス

法
律
書
・
民
法
」
を
指
す
）
を
豪
本
と
し
て
、
毎
月
三
・
五
・
八
・
十
の
月
に

編
纂
委
員
が
集
り
、
江
藤
を
中
心
に
熱
心
な
る
討
論
を
展
開
し
て
い
る
。
芳
、
し

て
こ
の
會
議
に
は
、
司
法
省
御
雇
外
入
ブ
ス
ケ
（
O
Φ
o
霞
緩
国
●
劇
o
拐
名
9
）

と
左
院
御
雇
外
入
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
（
》
一
げ
Φ
詳
O
げ
胃
一
雷
U
仁
閃
o
葭
娼
9
）

の
爾
名
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
完
成
し
た
民
法
假
法
則
の
内
容
は
、
な

る
ほ
ど
穂
積
陳
重
博
士
の
よ
ば
れ
る
よ
う
に
「
敷
窩
民
法
」
（
灘
諦
噸
囑
「
職
酪
）
で

あ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
醜
鐸
と
い
う
三
冒
で
も
つ
て
取
扱
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
江
藤
の
民
法
編
纂
事
業
を
、
一
九
二
六
年
の
ト

ル
コ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
ス
イ
ス
民
法
の
直
接
縫
受
と
同
様
に
考
え
る
の
は

（
灘
翼
離
薦
璽
鶉
謙
退
）
、
杢
嶺
り
と
い
え
る
．
私
は
、
明
治
民
法

編
纂
史
上
に
お
け
る
江
藤
新
李
の
功
績
を
高
く
許
贋
す
る
も
の
で
あ
る
。

ノ
次
に
、
い
わ
ゆ
る
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
」
が
二
一
年
四
月
に
…
…
完

成
さ
れ
た
」
（
や
酬
）
と
さ
れ
る
馳
で
あ
る
。
本
草
案
の
末
尾
に
あ
た
る
第
三
編

第
十
八
雀
の
期
浦
得
免
の
規
定
は
、
た
し
か
に
十
一
年
四
月
十
七
日
に
完
成
し

て
い
る
。
し
か
し
、
從
來
、
第
三
編
第
一
雀
お
よ
び
第
二
巻
は
不
明
の
個
所
で

あ
つ
た
。
昨
年
に
い
た
り
、
第
二
巻
「
生
存
中
ノ
購
遺
及
ヒ
遺
囑
ノ
贈
遺
」
は

手
塚
教
授
の
手
に
よ
り
護
見
さ
れ
、
學
界
に
発
堅
表
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
（
瀞
嘱
朔

韓
蕪
謙
樟
嫉
肋
艶
繍
無
本
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
草
案
に
つ
い
て
は
第
一
巻
の
財
産

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

相
績
（
一
四
六
ヵ
條
）
の
み
が
不
明
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、

第
一
巻
・
第
二
雀
の
完
成
日
な
ら
び
に
司
法
卿
に
上
呈
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
判
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
第
三
編
第
五
巻
以
下
第
十
八

巻
に
つ
い
て
も
、
献
鮮
が
な
い
た
め
、
そ
れ
が
司
法
卿
に
提
出
さ
れ
た
期
日
は

不
明
で
あ
る
）
。
し
た
が
つ
て
、
著
者
が
十
一
年
四
月
を
も
つ
て
本
草
案
が
完
成

し
た
と
す
る
の
は
、
正
確
を
猷
く
と
考
え
る
。

　
著
者
は
、
元
老
院
に
お
け
る
法
典
編
纂
事
業
を
輕
硯
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
果
し
て
そ
う
廼
あ
つ
た
ろ
う
か
（
繭
舵
則
）
。
な
る
ほ
ど
、
著
者
の
引
用

さ
れ
る
明
治
八
年
八
月
十
六
日
お
よ
び
十
六
年
一
月
十
八
日
の
東
京
日
日
新
聞

の
ほ
か
、
た
と
え
ば
、
八
年
七
月
こ
十
九
日
の
朝
野
新
聞
杜
説
は
「
元
老
院
ノ

無
カ
ヲ
慨
ス
」
と
し
、
九
年
一
月
に
稜
行
さ
れ
た
許
論
新
聞
（
撚
七
）
に
お
い
て

塚
野
弘
道
は
「
讃
元
老
院
改
正
章
程
」
と
題
し
て
同
院
の
無
氣
力
を
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
元
老
院
に
お
け
る
國
憲
編
纂
事
業
に
目
を
向
げ
る
と
き
、
私
は

こ
れ
ら
の
批
評
の
、
必
ず
し
も
至
嘗
で
な
い
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
明
治

九
年
九
月
七
日
、
國
憲
編
纂
の
勅
語
が
稜
せ
ら
れ
る
に
お
よ
び
、
元
老
院
は
柳

，
原
前
光
ほ
か
三
名
を
取
調
委
員
と
し
、
籔
次
の
改
案
を
脛
て
十
三
年
七
月
に
最

終
案
を
完
成
し
た
の
で
あ
つ
た
（
こ
の
黙
、
一
五
三
頁
に
お
い
て
、
國
憲
編
纂

の
勅
語
の
み
を
掲
げ
ら
れ
る
に
止
ま
り
、
そ
の
後
の
編
纂
事
業
に
つ
ぎ
記
述
が

な
い
の
は
不
充
分
で
あ
る
と
思
う
）
。
こ
れ
ら
の
編
纂
資
料
は
、
淺
井
清
博
士
に

よ
り
襲
表
さ
れ
、
學
界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
虜
ゑ
辮
鯨
翻
筆
繍
嬢
鐘
。
こ
の
奨
な
資
料
空

讃
す
れ
ば
、
編
纂
委
員
の
努
力
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
瞭
で

あ
る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
元
老
院
の
憲
法
草
案
は
、
飴
り
に
も
わ
が
國
の
特
殊

性
を
無
覗
し
た
も
の
で
あ
つ
た
の
で
、
途
に
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
は
あ
つ
た
が

七
三

（
七
七
五
）



紹
介
と
批
静

と
に
か
く
最
初
の
公
的
な
憲
法
草
案
と
し
て
の
贋
値
は
充
分
認
め
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
國
憲
編
纂
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、
同
院
で
は
訴
訟
法
の
編
纂
事
業
が

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
手
塚
・
伊
東
乾
爾
教
授
の
手
に
よ
り
、

詳
細
な
解
題
を
附
し
た
資
料
「
明
治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
（
葺
麟

胆
號
獲
酷
）
が
あ
り
、
こ
の
な
か
で
手
塚
教
授
が
「
日
本
入
委
員
の
み
に
よ
つ
て

作
成
さ
れ
た
わ
が
國
最
初
の
民
事
訴
訟
法
完
成
草
案
と
し
て
…
…
忘
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
」
（
蝋
購
六
）
と
述
べ
、
伊
東
教
授
が
「
草
案
の
構
造
は
…
…
フ
ラ
ン
ス

訴
訟
法
典
に
倣
ふ
も
の
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
「
そ
の
輩
な
る
模
爲
で
は
な
」

く
「
掲
自
の
工
夫
が
少
く
な
い
」
（
耐
魍
ハ
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
草
案
の
存
在
は
、
元
老
院
の
法
典
編
纂
に
封
す

る
功
績
を
明
示
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
著
者
の
．
こ
と

く
、
軍
に
二
・
三
の
新
聞
記
事
の
み
に
よ
つ
て
、
元
老
院
の
法
典
編
纂
事
業
全

睦
の
贋
値
づ
け
を
な
さ
れ
る
の
は
、
飴
り
に
も
輕
卒
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
む

し
ろ
、
同
院
の
活
動
に
封
す
る
、
上
か
ら
の
塵
迫
の
面
を
強
く
捉
え
る
べ
き
で

は
な
か
つ
た
か
）
。

四

　
「
後
編
・
法
典
時
代
」
に
お
い
て
は
、
第
二
章
「
民
法
典
の
成
立
」
に
重
黙

が
お
か
れ
、
と
く
に
そ
の
な
か
で
も
「
民
法
典
諭
箏
」
の
項
は
、
著
者
の
多
年

に
わ
た
る
研
究
の
威
果
と
し
て
、
本
書
全
膣
を
通
じ
て
も
つ
と
も
光
る
部
分
で

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
も

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
法
典
論
箏
論
は
、
よ
り
一
暦
の
進
歩
を
途
げ
る
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
こ
こ
で
遣
憾
と
す
る
の
は
、
奮
商
法
（
明
治
二
＋
三
年
商
法
）

な
ら
び
に
商
法
典
論
雫
に
つ
い
て
記
述
を
敏
く
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と

「
充
分
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
」
の
で
「
結
局
、
億
ぶ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
　
（
七
七
六
）

し
ま
つ
た
」
（
瀞
熊
）
た
め
な
の
で
あ
り
、
削
除
さ
れ
た
理
由
は
納
得
で
き
な
い

こ
と
も
な
い
が
、
法
典
論
事
の
全
騰
を
把
握
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
讃

者
に
と
つ
て
不
親
切
な
結
果
と
な
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
著
者
は
別
の
個

所
で
、
奮
民
法
の
「
財
産
法
を
も
つ
と
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
キ
瓢
）
と
彊

調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
黙
か
ら
も
奮
商
法
に
つ
い
て
の
読
明
が
。
の
ぞ
ま
れ

る
。
私
は
、
い
わ
ゆ
る
法
典
論
雫
に
お
い
て
、
商
法
典
論
雫
の
占
め
る
部
分
は

豫
想
外
に
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
著
者
の
撃
げ
ら
れ
る

「
東
京
商
工
會
の
意
見
」
（
鯨
館
）
に
つ
い
て
は
、
私
も
若
干
の
資
料
を
持
つ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
「
大
へ
ん
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
」
（
胴
）
と
さ
れ
る

こ
と
に
は
同
感
で
あ
る
（
枕
恥
翻
陀
）
。
著
者
の
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

　
奮
民
法
の
公
布
期
日
に
つ
き
、
財
産
法
の
部
分
は
明
治
二
十
三
年
三
月
二
十

七
日
、
家
族
法
の
部
分
は
同
年
十
月
六
日
と
さ
れ
て
い
る
が
く
慕
軌
則
）
、
こ
れ

は
正
確
で
は
な
い
。
裁
可
さ
れ
た
日
（
勅
語
が
爽
せ
ら
れ
た
日
）
は
、
た
し
か

に
三
月
二
十
七
日
・
十
月
六
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
實
際
に
公
布
さ
れ
た
の

は
、
前
者
は
四
月
二
十
一
日
、
後
者
は
十
月
七
日
で
あ
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

お
く
。
噺
な
お
、
著
者
は
「
草
案
は
元
老
院
を
通
過
」
し
「
公
布
」
（
た
貼
）
さ
れ

た
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
間
、
引
績
い
て
椹
密
院
の
諮
訥
を
経
た
の
で
あ
る
。

財
産
法
に
つ
い
て
は
、
今
春
、
手
塚
教
授
に
よ
り
同
院
に
お
け
る
審
議
内
容
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
（
野
講
」
「
縮
誤
雛
嘱
確
雛
噸
搬
囎
懸
）
。
家
族
法
に
關
し
て
は
、
ま

だ
明
瞭
で
は
な
い
が
、
二
十
三
年
十
月
は
じ
め
に
審
議
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

（
箋
編
塑
麓
蕪
蹴
憲
謀
蕪
離
…
）
。

　
次
に
奮
民
法
の
起
草
に
つ
き
「
家
族
法
は
日
本
人
に
よ
つ
て
起
草
さ
れ
た
」

（
鴎
酌
）
と
さ
れ
る
馳
で
あ
る
が
、
私
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
一
草
案
」
　
（
こ
れ
に

つ
い
て
は
「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
∵
「
民
法
草
案
獲
得
編
第
二
部
理
由
書
し



が
存
す
る
。
も
つ
と
も
、
理
由
書
の
な
い
條
丈
だ
け
の
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
）
に
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
（
○
垢
雷
8
㌍
劇
9
器
目
90
3
）
が
關
係
し
て

い
た
と
考
え
た
い
。
彼
の
影
響
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
人
事
編
第
一
茸
案
の
養

子
制
度
（
一
九
八
條
）
が
暴
げ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
手
塚
教
授
が
鰯
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
瀞
嘱
蚤
欄
蹄
錨

騨
麟
講
薫
灘
璽
、
類
警
雑
硝
讐
計
鋸
）
．
し
た
が
つ
て
、
石
誌

士
が
第
一
草
案
に
つ
い
て
「
普
通
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
全
然
關
係
な
い
よ
う
に
い

わ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
草
案
作
成
に
關
與
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
（
編
轡
磁

昆
四
）
と
読
か
れ
た
の
は
、
正
し
い
見
解
で
あ
ろ
う
。

　
「
職
後
に
お
け
る
法
典
論
雫
論
の
展
開
」
（
貯
駝
梱
）
は
、
す
で
に
記
し
た
と
お

り
「
阪
大
法
學
」
（
靴
二
）
に
螢
表
さ
れ
た
同
名
論
丈
の
再
録
で
あ
る
が
、
詳
細

な
論
述
と
資
料
の
掲
示
は
、
將
來
、
後
學
の
も
の
に
と
つ
て
貴
重
な
手
引
と
な

る
に
蓮
い
な
い
。
こ
こ
で
、
從
來
の
法
典
論
雫
の
性
格
論
を
説
明
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
中
村
教
授
の
「
民
法
典
論
雫
の
性
格
」
（
体
艦
購
乳
瓢
巻
）
を
引
用
さ
れ
る

の
は
當
然
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
と
で
「
遠
山
茂
樹
『
民
法
典
論
雫
の
政
治
史
的

考
察
』
を
引
用
さ
れ
る
」
（
一
加
瓶
副
）
と
附
記
さ
れ
、
あ
た
か
も
中
村
敏
授
が

遠
山
氏
の
論
に
準
櫨
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
鮎
に
つ
い
て
は
異
論

が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
中
村
教
授
は
前
掲
論
丈
に
お
い
て
遠
山
氏
の
鍔
作
を
引

用
さ
れ
て
い
る
が
（
卿
鮒
隔
鴫
輩
陳
隔
鄭
）
、
こ
れ
は
著
者
が
引
か
れ
る
中
村
教
授

の
見
解
と
は
關
係
の
な
い
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
驕
は
、
何
か
不
自
然

さ
を
感
じ
る
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
誤
解
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
職
後
の
文
献
一
覧
」
（
恥
耽
孤
）
は
宴
に
有
釜
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
、

田
中
實
教
授
「
法
典
雫
談
と
隔
澤
の
立
場
」
（
鞍
醐
聾
一
麗
卸
Y
中
村
教
授
「
醤

民
法
と
民
法
典
論
雫
」
（
鞍
礫
に
ヨ
蜷
痢
）
、
最
近
叢
表
さ
れ
た
同
氏
「
條
約
改
正

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

と
民
法
典
論
雫
」
（
淋
灘
動
ぴ
槻
．
）
な
ど
の
諸
論
考
が
あ
り
、
越
智
俊
夫
氏
「
商

法
典
論
雫
前
塁
（
掘
墾
甦
七
）
も
参
覆
な
る
か
と
思
わ
れ
る
．

　
「
奮
民
法
の
性
格
」
（
恥
城
孤
Y
「
政
治
史
的
段
階
と
民
法
典
諭
雫
」
（
監
即
伍
）

に
お
い
て
、
著
者
は
濁
自
の
見
解
を
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
卑
見
を
述

べ
た
い
。
奮
民
法
の
家
族
法
に
つ
い
て
は
、
手
塚
教
授
の
主
張
さ
れ
る
大
同
小

異
論
を
「
卒
直
に
み
と
め
」
（
一
、
一
爵
）
ら
れ
て
い
る
の
は
、
至
當
な
結
論
と
思
わ

れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
七
年
ご
ろ
の
日
本
の
「
基
本
的
産
業
は
い
ぜ

ん
と
し
て
農
業
」
で
「
農
家
脛
螢
の
維
持
の
た
め
に
家
産
の
分
産
を
お
さ
え
る

こ
と
が
國
家
の
立
場
か
ら
し
て
も
必
要
な
こ
と
」
（
鴎
酌
）
で
あ
つ
た
と
さ
れ

（
第
一
み
條
件
）
、
亥
に
コ
｝
二
年
日
本
全
國
を
お
そ
つ
た
恐
慌
は
政
府
を
あ
わ

て
さ
せ
…
…
市
場
獲
得
の
た
め
の
職
璽
の
用
意
が
必
要
と
さ
れ
た
。
軍
の
命
令

に
絶
封
服
從
す
る
精
神
は
『
家
』
に
お
い
て
養
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
…

…
こ
の
段
階
で
は
『
家
』
は
農
家
輕
螢
の
維
持
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の

よ
う
な
政
治
的
使
命
を
も
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
」
（
胴
）
と
読
か
れ
る
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
い

二
の
條
件
）
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
條
件
の
も
と
で
は
家
族
法
は
進
歩
的
た

り
え
・
馨
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
財
産
法
は
「
進
歩
的
内
容

㌃
も
つ
て
い
た
」
（
一
而
）
と
し
、
そ
の
根
嫁
を
「
土
地
に
か
ん
す
る
若
干
の
規

定
」
で
は
「
小
作
入
の
地
位
は
か
な
り
保
障
さ
れ
て
い
た
」
（
胴
）
鮎
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
小
作
人
の
地
位
は
か
な
り
保
障
さ
れ
て

い
た
」
の
は
「
農
家
脛
螢
の
維
持
の
た
め
に
家
産
の
分
産
を
お
さ
え
る
」
と
い

う
國
策
的
立
場
に
基
因
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
た
い
の
で
あ
る

が
、
蝕
り
に
軍
純
な
論
理
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

「
小
作
人
の
地
位
は
か
な
り
保
障
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
は
、
決
し
て
財
産
法
を

「
進
歩
的
」
と
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
な
ぜ
「
小
作

七
五

（
七
七
七
）



紹
介
と
批
評

人
の
地
位
は
か
な
り
保
障
さ
れ
て
い
た
」
か
に
つ
い
て
分
析
は
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
も
し
こ
れ
の
み
を
も
つ
て
、
財
産
法
の
性
格
を
「
進
歩
的
」

と
み
ら
れ
る
な
ら
ば
早
計
で
あ
り
、
他
の
有
力
な
根
櫨
を
撃
げ
る
べ
ぎ
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り

と
考
え
る
。
私
は
、
奮
民
法
の
財
産
法
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
家
族
法
と
比
較

じ
　
　
じ
　
　
も
　
　
　
　
　
ち
　
　
む

す
れ
ば
、
や
や
進
歩
的
な
面
が
み
ら
れ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結
局
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
む

原
案
起
草
者
と
審
議
者
と
の
ず
れ
、
さ
ら
に
は
財
壼
法
と
家
族
法
の
本
質
的
差

異
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
こ
の
黙
に
つ
ぎ
、
手
塚
・
中
村
爾
教

授
の
將
來
の
解
明
に
ま
つ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
）
。

　
次
に
、
著
者
が
「
一
方
の
端
に
自
由
民
灌
論
の
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
民

法
制
定
の
主
張
』
と
他
方
の
端
に
『
國
粋
的
國
権
主
義
』
の
奮
民
法
延
期
の
主

張
が
あ
り
、
そ
の
間
に
『
愛
協
的
改
進
』
の
奮
民
法
が
位
置
す
る
の
で
あ
る
」

（
輩
則
）
と
さ
れ
る
黙
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
小
倉
武
一
氏
の
「
土
地
立
法
の
史
的

考
察
」
よ
り
の
引
用
）
。
一
見
し
て
寡
に
合
理
的
な
説
明
の
よ
う
で
あ
る
け
れ

ど
も
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
」
を
貫
い
た
法
典
断
行
論
者
は
、
一
艦
だ
れ
で

あ
つ
た
か
（
第
一
草
案
に
み
ら
れ
る
思
想
を
、
終
始
擁
護
し
た
立
場
は
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
か
）
1
私
は
、
著
者
の
御
示
教
を
う
け
た
い
と
思
う
。
法
典
断
行

論
の
徹
底
的
な
究
明
に
よ
り
、
民
法
典
論
雫
の
眞
の
性
格
（
ひ
い
て
は
藤
民
法

の
性
格
）
は
、
お
の
ず
と
明
瞭
に
浮
ぎ
彫
り
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
紳
翻
島
瀞

眠
寵
賦
繍
瀞
」
）
。
民
法
典
論
雫
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
述
べ
た
い
こ
と
が
多
い
の

で
あ
る
が
、
す
で
に
許
さ
れ
た
紙
数
を
超
え
て
い
る
の
で
將
來
に
ゆ
ず
り
た

い
。

　
「
第
三
帝
國
議
會
」
（
罵
即
杁
）
に
お
い
て
貴
族
院
で
の
「
民
法
商
法
施
行
延
期

法
律
案
」
の
審
議
状
況
を
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
0
な
か
で
谷
干
城
の
延
期
論
を

紹
介
さ
れ
た
後
、
　
「
谷
…
…
の
議
論
の
如
き
は
、
所
謂
奮
思
想
を
代
表
せ
る
も

七
六

（
七
七
八
）

の
な
り
ぎ
。
或
は
日
ふ
、
學
者
以
外
に
一
の
大
政
治
家
あ
り
て
隠
然
反
封
せ
し

は
、
法
典
に
封
す
る
亘
砲
の
闇
接
射
撃
な
り
し
」
（
童
恥
）
と
薙
誌
「
太
陽
」
よ

り
引
用
し
、
谷
に
甥
す
る
評
傾
と
さ
れ
て
い
る
。
前
後
か
ら
察
す
る
と
、
引
用

丈
の
後
牛
に
つ
い
て
も
谷
を
意
昧
し
て
い
る
も
の
と
著
者
は
考
え
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
じ
　
　
　
セ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

で
あ
る
が
、
私
は
、
隈
然
反
封
し
た
一
の
大
政
治
家
と
い
う
の
は
、
伊
藤
博
丈

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
期
は
や
や
遡
る

が
、
明
治
二
十
三
年
七
月
十
六
日
の
朝
野
新
聞
は
「
民
法
修
正
論
」
と
い
う
一

丈
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
「
さ
き
に
小
田
原
に
退
際
し
今
叉
興
津
に

韓
居
し
て
只
管
風
月
を
友
と
せ
る
が
如
き
外
観
を
装
へ
る
伊
藤
伯
も
最
初
よ
り

民
法
施
行
の
危
陰
な
る
を
感
じ
そ
の
施
行
し
て
害
あ
る
べ
き
も
の
と
然
ら
ざ
る

も
の
と
を
調
査
し
今
日
に
て
は
固
く
信
じ
て
修
正
読
を
主
張
し
居
る
や
の
趣
な

れ
ば
既
護
の
民
法
は
此
の
先
き
如
何
な
る
修
正
に
接
せ
ん
も
知
る
べ
か
ら
ず
と

の
こ
と
な
る
が
商
法
も
民
法
も
到
底
議
會
の
左
右
す
る
所
と
な
る
こ
と
を
冤
か

れ
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
伊
藤
が
法
典
の
施
行
に
反
封
だ
つ
た
こ

と
を
裏
書
き
す
る
一
つ
の
資
料
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

五

以
上
は
本
書
の
概
要
を
傳
え
る
と
共
に
、
私
の
未
熟
な
讃
後
の
感
想
を
忌
揮

な
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
丈
中
、
理
解
の
不
充
分
な
た
め
に
、
思
わ
ぬ
過
誤

を
犯
し
不
當
な
批
到
に
な
つ
て
い
る
個
所
の
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
著
者
の
御

宥
恕
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
私
は
本
書
を
も
つ
て
學
界
の
大
き
な
牧

穫
で
あ
る
と
信
ず
る
と
同
時
に
、
ひ
ろ
く
法
律
學
に
關
心
を
よ
せ
る
入
々
に
、

本
書
の
一
讃
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
（
法
律
文
化
祉
刊
・
二
四
〇
頁

定
慣
三
四
〇
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
　
健
）


